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認
知
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

症状
名前や日付など、
とっさに思い出せない。

体験したすべてを忘れている。
最近の出来事の記憶がない。

時間・居場所 意識がある。理解できる。
時間や自分のいる場所が分から
なくなる。

幻覚・妄想 ない。 幻覚や妄想を伴う場合がある。

人格 変化なく、維持される。 人格崩壊を招く場合もある。

日常生活 支障なく生活できる。 日常生活を営むことが困難。
　

最
近
、
も
の
忘
れ
や
う
っ

か
り
ミ
ス
が
気
に
な
り
ま
せ
ん

か
？
認
知
症
は
、
こ
う
し
た
症

状
が
ひ
ど
く
な
り
、
自
立
し
た

生
活
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
病

気
で
す
。
次
の
①
〜
③
の
全
て

が
揃
う
と
認
知
症
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

①
「
も
の
忘
れ
が
激
し
い
」「
言

葉
が
出
て
こ
な
い
」「
注
意
力

が
続
か
な
い
」「
段
取
り
が
悪

い
」「
何
と
な
く
元
気
が
な
い
」

の
５
つ
の
内
、
２
つ
以
上
に
当

て
は
ま
る

②
半
年
の
間
に
、
急
に
悪
く

な
っ
た

③
生
活
に
支
障
が
あ
る

　

認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
や

判
断
が
う
ま
く
で
き
な
く
な
り

ま
す
が
、
人
と
し
て
の
「
感
情
」

は
働
い
て
い
ま
す
。「
感
情
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
不
安
・
恐

れ
・
恥
じ
る
・
認
め
ら
れ
た
い
・

自
尊
心
・
安
心
し
た
い
と
い
っ

豊かな感情を支えるために大切にしたいこと

元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て

周囲の温かい対応が大切です

～わが町周防大島町で輝いて生きよう　１００歳に挑戦！～

○
親
し
み
を
込
め
て
話
し
か
け
る

○
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
心
が
け
る

○
多
少
誤
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
も
訂
正
せ
ず
に

　

聞
く
姿
勢
を
示
す

○
家
に
こ
も
り
き
り
に
さ
せ
な
い

○
人
と
の
交
流
を
持
つ

○
残
っ
て
い
る
能
力
を
い
か
す

○
無
理
の
な
い
役
割
分
担
を
す
る

※
平
成
16
年
12
月
か
ら
「
痴
呆
症
」
の
呼

び
方
が
「
認
知
症
」
に
な
り
ま
し
た
。

た
気
持
ち
が
生
じ
ま
す
。
そ
の

気
持
ち
を
く
み
取
り
、
や
さ
し

く
温
か
い
気
持
ち
で
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
輝
い
て
暮
ら
す
た
め
に

頭
や
体
の
若
さ
を
保
つ
工
夫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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今
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防

　

認
知
症
に
な
る
前
か
ら

低
下
し
始
め
る
脳
の
機
能

は
次
の
３
つ
で
す
。
こ
れ

ら
の
機
能
を
集
中
的
に
使

い
、
鍛
え
る
こ
と
が
認
知

症
予
防
に
効
果
的
で
す
。

　「おかずを作りながらお風呂の支度を
する」など、２つ以上のことに注意を
配りながら、同時に適切に行う力です。
〈鍛え方〉　
☆料理や掃除などの家事がよいトレー
ニングに！
　ひとつの用事を済ませてから次のこ
とに移るのでは
なく、いくつか
のことを同時
に行うようにす
ると鍛えられま
す。

～わが町周防大島町で輝いて生きよう　１００歳に挑戦！～

　１日の予定や料理の手順、旅行の計画
など、段取りを考えて行動する力です。
〈鍛え方〉　
☆囲碁・将棋や麻雀、トランプなどもお

すすめ！相手
の手を読むと
同時に自分の
攻め方を考え
る活動は、計
画力を高め脳
を刺激します。
　

　

体
や
頭
に
酸
素
を
取
り
込
み
な
が
ら
行
う
有

酸
素
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
水
泳
、
体
操
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
）
は
、
脳
の
血
流
を
増
し

認
知
症
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◆「短い昼寝」と「夕方の運動」
短い昼寝（午後１～３
時の間で 30 分程度）
と夕方の運動は、睡眠
のリズムを整え脳の健
康に役立ちます。

認知症予防に役立つ習慣

◆人に頼り過ぎない生活を
　身の回りのことは人任せに
せず、自分で行いましょう。
脳は使わないとどんどん衰え
ます。

◆人付き合いのある毎日
　人との交流や会話をすると
脳が活発に働きます。家族や
友人との会話を絶やさない毎
日を過ごしましょう。

　「昨日の夕飯に○○を食べた」など、
いつ、どこで、何をしたという出来事
を記憶し、それを思い出す力です。
〈鍛え方〉
☆食べた物や買った物を日記に書き留
めましょう！
　慣れてきたら「２日遅れの日記」に
挑戦。時間をさかのぼることで鍛えら
れます。

　

体
が
元
気
で
な
け
れ
ば
、
元
気
な
脳
も
保
た

れ
ま
せ
ん
。
元
気
な
脳
を
保
つ
秘
訣
は
日
々
の

心
が
け
に
あ
り
ま
す
。
栄
養
・
運
動
・
休
養
に

気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
楽
し
み
の
あ
る
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

エピソード記憶

注意分割力計画力

予防に効果的な
ウォーキング

◆１日に７０００歩から
８０００歩
◆１日 30 分の早歩きを
週５日程度（10 分ずつ
の３回に分けてもよい）

み
ん
な
で

知
っ
て
、
始
め
て
、
続
け
よ
う

②
有酸素運動
をしよう！

③
大切なのは
生活習慣

①
頭を使う
生活を
しよう！
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認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気

は
様
々
で
す
が
、
多
く
は
脳
の

細
胞
が
急
激
に
減
っ
て
し
ま
っ

て
起
こ
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
痴
呆
」（
約
60
％
）
と
脳
の

血
管
が
詰
ま
っ
た
り
破
れ
た
り

し
た
た
め
に
起
こ
る
「
脳
血
管

性
痴
呆
」（
約
15
％
）
で
す
。

早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
症
状
の

改
善
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

～わが町周防大島町で輝いて生きよう　１００歳に挑戦！～

　筋力を落とさない暮らしを　

「筋力アップ教室」で心も体も元気になりました
介
護
予
防
は

下
半
身
の
筋
力
ア
ッ
プ
か
ら

　

自
分
で
立
っ
た
り
、
座
っ
た
り
、
歩
い
た

り
と
い
う
動
作
は
、
私
達
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
大
事
な
も
の
で
す
。
軽
度

の
要
介
護
者
の
多
く
は
、
下
半
身
の
筋
力
が

落
ち
て
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。
筋
力
は
使
わ
な
い
と

少
し
ず
つ
減
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
膝
や
腰

が
悪
く
な
っ
て
痛
み
の
あ
る
人
は
動
く
こ
と

が
億
劫
に
な
り
、
閉
じ
こ
も
り
、
さ
ら
に
運

動
機
能
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
悪
循
環
を
招

き
ま
す
。
こ
の
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め
に

必
要
な
の
が
「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
運

動
」
で
す
。
年
を
と
っ
て
も
積
極
的
な
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
、
筋
力
・
筋
肉
量

の
低
下
を
防
ぎ
、
さ
ら
に
増
強
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」
で

み
ん
な
い
き
い
き

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
平
成

17
年
９
月
〜
12
月
、
週
２
回
、
全
26
回
コ
ー

ス
で
「
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

教
室
に
は
、
介
護
保
険
要
支
援
・
要
介
護

１
の
方
９
名
が
参
加
さ
れ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
体
に
負
担
を
か
け
ず

に
筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
等
を
体
調
に
合
わ
せ
な
が
ら
行
い
ま
し

た
。
教
室
の
始
め
と
比
較
す
る
と
歩
く
速
度

が
速
く
な
っ
た
り
、
片
足
立
ち
で
の
バ
ラ
ン

ス
や
椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
る
動
作
が
良
く

な
っ
た
り
し
た
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
長
時
間
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
階

段
を
昇
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
膝
の
痛
み

が
軽
く
な
っ
た
」
等
の
変
化
も
見
ら
れ
、「
教

室
が
楽
し
い
」と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
参
加
当
初
に
立
て
た
「
庭
の
草
引
き

を
し
た
い
」「
近
所
に
歩
い
て
行
け
る
よ
う

に
な
り
た
い
」
と
い
っ
た
自
分
自
身
の
目
標

も
達
成
さ
れ
、
皆
さ
ん
自
信
を
つ
け
ら
れ
た

よ
う
で
す
。

　
「
元
気
な
65
歳
、
活
動
的
な
85
歳
」
を
目

指
し
て
、
い
き
い
き
と
実
り
多
い
日
々
を
過

ご
し
た
い
で
す
ね
。

◆
健
康
増
進
課　
　
　
　

☎
７
７
‐
５
５
０
４

◆
大
島
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
７
４
‐
１
０
１
１

◆
久
賀
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
７
９
‐
１
０
０
６

◆
橘
保
健
セ
ン
タ
ー　
　

☎
７
７
‐
５
５
０
４

◆
東
和
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
７
８
‐
２
２
０
２

相談
問い合わせ

家
族
や
周
囲
と
一
緒
に
、
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
の
手
だ
て

を
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
あ
れ
っ
？
」「
今
ま
で
と
何
か

が
違
う･･･

」
と
感
じ
た
ら
、

早
め
に
か
か
り
つ
け
の
医
師
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
健

康
増
進
課
お
よ
び
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
も
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

早
く
気
づ
い
て
受
診
を

認
知
症
は
早
期
の

対
応
が
大
切
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国
民
医
療
費
は
、
国
民
所
得
を
上
回
る
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
な
か
で
も
老
人
医
療
費
の
占
め
る
割
合
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県
民
の
医
療
費
も
同
様
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
全
国
上
位
に
あ
り
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
の
医
療
費
も
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
毎
年
伸
び
続
け
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
こ
の
ま
ま
増
え
続
け
て
し

ま
う
と
、
医
療
制
度
が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
安
心
し
て
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
が
増
え
続
け
る
と
、
み
な
さ
ん
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
大
切
な
医
療
費

を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
参
考
に
、
日
ご
ろ
か
ら
上
手
な
受
診
と
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①重複受診（一つの病気で複数のお医者さ
んにかかること）を避けましょう
  お医者さんを変えると初診からはじまり、
同じような検査をしたり薬をもらったりす
るなど、本来は必要のないはずの医療費が
かかってしまいます。

②診療時間内にお医者さんにかかり
ましょう
  時間外に受診すると、本来の診療費
のほかに別料金が加算されますので、
緊急時以外は診療時間内に受診しま
しょう。

③かかりつけ医を持ちましょう
  日常的な診療のほか、健康管理の面
までアドバイスしてもらうことができ
ます。専門的な治療が必要であれば、
ほかの病院への紹介状も書いてもらえ
ます。

④薬は上手に飲みましょう
  適切な用量・用法を守ってこその
薬です。自分の判断でむやみに薬を
ほしがらないで、お医者さんの指示
に従って飲むようにしましょう。

⑤健康診断を受けましょう
  定期的に検診を受け、病気の早期発見、
早期治療を心がけましょう。高血圧、糖尿
病などの生活習慣病は、かかりはじめに自
覚症状のないものがほとんどです。年に１
回は必ず受けるようにしましょう。

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
は
若
い
こ
ろ
か

ら
の
悪
い
習
慣
（
不
規
則
な
生
活
、
食
べ

過
ぎ
、
多
量
飲
酒
、
運
動
不
足
な
ど
）
の

積
み
重
ね
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
健
康
は
一
朝
一
夕
で
築
け
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
以
外
の
世
代
の
み
な
さ
ん
も
正

し
い
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康
維
持
に
留

意
す
る
こ
と
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
医
療
費
の
節
減

や
医
療
保
険
制
度
の
健
全
な
財
政
運
営
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

伸
ば
そ
う
「
健
康
寿
命
」、
医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
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◆問い合わせ／医療保険課
☎７７－５５０２
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●電子申請（予約）サービスとは？
　町への申請は、これまで窓口への持参または郵送等で行われていましたが、電子申請予約サービスを
利用すると、自宅や職場のパソコンから、24時間 365 日、インターネットを使って申請の予約ができ
ます。
●受取りの日時と場所は？
　平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで、指定された総合支所または出張所です。
●受取りの際に必要なものは？
　本システムで作成された請求書を印刷したもの、または到達番号の控えが必要です。
　本人確認ができるもの（顔写真付住基カード、免許証、パスポート等）が必要です。
　印鑑登録証明書の申請の場合は印鑑登録証が必要です。
●利用できる手続は？

手　　　続　　　名　　　称 手数料 担 当 課
　住民票の写しの交付申請 200 円

総　務　課 

戸籍住基班
　戸籍の附票の写しの交付申請 200 円
　印鑑登録証明書の交付申請 200 円
　町県民税所得・課税証明書（個人用）の交付申請 200 円

税　務　課 

納　税　班

　町県民税所得・課税証明書（世帯用）の交付申請 200 円
　納税証明書の交付申請 200 円
　納税（滞納がない）証明書の交付申請 200 円
　軽自動車税納税証明書（継続検査用）の交付申請 200 円

税　務　課 

課　税　班

　固定資産（評価・公課）証明書の交付申請 200 円
　特別徴収・給与支払報告に係る給与所得者異動届出 200 円

　特別徴収に係る給与所得者異動届出 

　（普通徴収から特別徴収への切替）
200 円

● 利用開始はいつから？
　平成１８年３月１日から利用できます。
● 利用するには？
　周防大島町のホームページへアクセスし、下のボタンからサービスをご利用ください。
・ホームページアドレス http://www.town.suo-oshima.lg.jp
・サービス利用ボタン

※ 携帯電話からは利用できません。

【問い合わせ先】
　周防大島町総務課戸籍住基班
☎０８２０（７４）１０１０
　周防大島町税務課納税・課税班
☎０８２０（７４）１００８

やまぐち電子申請（予約）サービスが
スタートします！
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第
47
回
東
京
久
賀
倶
楽
部
（
向

井
朗
会
長
）
の
総
会
と
懇
親
会
が

１
月
15
日
、
都
内
の
ホ
テ
ル
に
久

賀
地
区
の
東
京
在
住
者
60
名
が
集

ま
り
和
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
総
会
で
久
賀
倶
楽
部

に
名
称
が
変
更
さ
れ
、
町
か
ら
は

中
本
冨
夫
町
長
、
地
元
議
員
ら
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

も
果
た
し
た
こ
と
の
あ
る
津
守
信

子
さ
ん
が
「
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
」

で
盛
り
上
げ
、
最
後
は
大
島
音
頭

で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

倶
楽
部
で
は
会
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
今
後
会
員
の
新
規
参
加

を
呼
び
か
け
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

受章・表彰

◆叙位　従五位
　故・柏谷梅義さん
　（元橘町長・正分）

綿屋副知事（写真左）と
柏谷武司さん（写真中央）

◆社会を明るくする運動
　作文コンテスト
　山口県実施委員長賞
　秋元香澄美さん
　（城山小学校６年）

第
47
回
東
京
久
賀
倶
楽
部
総
会
を
開
催

柳
井
・
伊
保
田
・
松
山
フ
ェ
リ
ー
の
運
航
に
つ
い
て

柳井 伊保田 三津浜 三津浜 伊保田 柳井
発 着 発 着 発 着 発 着

１ 5:55 7:07 7:12 8:20 １ 8:30 9:38 9:43 10:55
２ 11:05 12:17 12:22 13:30 ２ 13:40 14:48 14:53 16:05
３ 16:15 17:27 17:32 18:40 ３ 18:50 19:58 20:03 21:15
４ 21:25 22:37 22:42 23:50 ４ 0:00 1:08 1:13 2:25

◆柳井～伊保田～松山航路（フェリー）　時刻表（平成 18年３月１日から）

区間
区分 柳井港

大　人 950 円 伊保田港小　人 480 円
大　人 2,700 円 1,900 円 三津浜港小　人 1,350 円 950 円

◆旅客運賃（平成 18年２月１日改正）

●大人／ 12 歳以上（定額運賃）
●小人／小学生（大人の半額）
●幼児／６歳未満（無賃）

伊保田～松山間フェリーの島内割引
　周防大島町内に登録してある車両を使って
松山に行く場合、往復切符（発売日を含め１
週間）を購入した場合に限り、料金が２割引
きになります。
◆往復利用に限ります。
◆伊保田港利用の車両は完全予約制です。
◆旅客の島内割引はありません。

◆問い合わせ
岩国松山高速株式会社
伊保田☎０８２０（７５）１５７５
松山☎０８９（９５３）３２００

※平成 18年３月１日から、岩国・伊保田・松山間の高速船は廃止になります。
※柳井・伊保田・松山間のフェリーは２便から４便に増便されます。

区間

区分

割引運賃
柳井港⇔
三津浜港

柳井港⇔
伊保田港

三津浜港⇔
伊保田港

大　人 5,130 円 1,810 円 3,610 円
小　人 2,520 円 920 円 1,810 円

◆往復割引（平成 18年２月１日改正）

車両の長さ 片道 往復 島内割引
４Ｍ未満 6,450 円 12,260 円 10,300 円
５Ｍ未満 8,020 円 15,240 円 12,800 円

◆フェリー車両運賃（伊保田～松山間）
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嵩
山
中
腹
に
あ
る
岩
屋
権
現
で
は
、
正
月
三

が
日
に
、
も
ち
焼
き
の
行
事
が
行
わ

れ
ま
す
。
権
現
様
に
お
参
り
し
、

た
か
れ
る
火
で
も
ち
を
焼
い

て
い
た
だ
く
と
一
年
間
無

病
息
災
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
、
毎

年
地
元
の
人
や
帰
省
客

な
ど
大
勢
が
訪
れ
ま
す
。

　

今
年
も
杉
の
大
木
に

囲
ま
れ
た
洞
窟
の
中
で

は
、
持
っ
て
き
た
も
ち
を

焼
き
、
家
族
で
い
た
だ
く
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

椋野でどんど焼き

　

１
月
16
日
、
大
島
警
察
署
少
年
柔

道
ク
ラ
ブ
の
初
げ
い
こ
が
、
署
内
の

道
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
35
人
の

子
ど
も
た
ち
は
、
準
備
運
動
で
十
分

体
を
温
め
た
あ
と
、
寝
技
や
乱
取
り

な
ど
の
練
習
を
こ
な
し
ま
し
た
。
練

習
の
あ
と
は
、
お
母
さ
ん
方
の
作
っ

た
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
一
人
ひ

と
り
が
今
年
の
目
標
を
発
表
し
ま
し

た
。
１
月
21
日
に
岩
国
市
で
行
わ
れ

た
岩
国
市
近
郊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔

道
大
会
で
は
、
各
部
門
で
優
秀
な
成

績
を
修
め
、
練
習
に
も
ま
す
ま
す
気

合
が
入
っ
て
い
ま
す
。

柔道クラブ初げいこ

　

１
月
22
日
、
椋
野
小
学

校
で
ど
ん
ど
焼
き
が
あ
り

ま
し
た
。
児
童
一
人
ひ
と

り
が
新
年
の
誓
い
を
元
気

に
発
表
し
た
あ
と
、
６
年

生
の
手
に
よ
っ
て
火
が
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
し
め
飾

り
や
門
松
、
書
き
初
め
が

勢
い
よ
く
燃
え
上
が
り
、

集
ま
っ
た
人
は
今
年
の
無

病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
豚
汁
が
ふ
る

ま
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
や

地
域
の
方
々
は
、
熱
々
の

豚
汁
を
食
べ
て
温
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

岩
屋
権
現
の
も
ち
焼
き
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文化財を守ろう
　

１
月
26
日
の
文
化
財
防
火
デ
ー
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
各
地
で
消

防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
下
庄
の
長
尾
八
幡
宮
で
は
、
１
月
22
日
、
本
殿
裏
の
林
か
ら
出
火

し
た
と
の
想
定
で
、
地
区
の
消
防
団
と
東
消
防
署
員
が
境
内
の
池
か
ら

水
を
引
い
て
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
殿
か
ら
は
文
化
財
を
運

び
出
す
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
月
26
日
は
、
日
見
の
西
長
寺
で
消

防
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
国
の

重
要
文
化
財
木
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
を
安
置
す
る
西
長
寺
で
は
、

地
区
の
消
防
団
や
東
消
防
署
員
、

地
域
の
住
民
が
協
力
し
て
訓
練

を
実
施
。
池
か
ら
水
を
汲
み
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
で
初
期
消
火
に
努

め
ま
し
た
。
最
後
に
消
火
器
の

使
い
方
の
説
明
を
受
け
て
、
消

火
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

【
相
談
】

　

ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
対

策
の
は
が
き
が
き
て
い
た
が
、

事
業
者
が
来
て
ア
ン
テ
ナ
・

ブ
ー
ス
タ
ー
の
工
事
を
し
て

帰
っ
た
。
後
で
何
か
請
求
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

【
処
理
】

　

総
務
省
が
行
っ
て
い
る
ア

ナ
ロ
グ
周
波
数
の
変
更
工
事

で
あ
り
、
不
審
な
も
の
で
は

な
い
こ
と
、
ま
た
、
一
般
家

庭
の
場
合
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
設

定
等
に
必
要
な
費
用
は
無
料

で
あ
る
と
伝
え
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

山
口
県
で
は
平
成
18
年
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
開
始

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
部
の
地
域
で
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
再
設
定
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
費
用

は
国
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
一
般
家
庭
に
請

求
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
る

ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
は
、
ア

ン
テ
ナ
の
一
部
取
替
や
受
信

方
向
の
調
整
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
工
事
を
依
頼
し
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
、
事
業

者
が
料
金
を
請
求
し
て
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
突
然

訪
問
し
、「
工
事
を
す
る
か
ら
、

工
事
代
金
を
支
払
え
」
と
い

う
事
業
者
に
は
注
意
が
必
要

で
す
。

※
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
対
策

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

山
口
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
８
８
０
）
４
９
６

地上デジタル放送への移行に便乗した
架空請求に注意
　　相談は　山口県消費生活センター
　　　　　 ☎０８３（９２４）０９９９

長尾八幡宮
（西安下庄）

西長寺（日見）

３月１日㈬から３月７日㈫は
平成１８年春季全国火災予防運動です

あなたです火のあるくらしの見はり役

※３月１日午前７時にサイレンが鳴ります。
火災とお間違えのないようお願いします。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
○着衣着火を防ぐために寝具や寝間着等は、防炎製品を使用
　する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力
　体制をつくる。
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募
集

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
お
よ
び
町
営
住
宅
の
入

居
者
募
集

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

周
防
大
島
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
（
橘
地
区
お
れ
ん
じ
ヒ
ル
ズ
）　

　

２
戸

■
入
居
資
格
／

・
所
得
が
１
ヶ
月
当
り
20
万
円
以

　

上
60
万
１
千
円
以
下
の
人

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

　

が
明
ら
か
な
人

・
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

　

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

・
公
営
住
宅
家
賃
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離

婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

○
町
営
住
宅

■
募
集
戸
数
お
よ
び
場
所
／

　

久
賀
地
区
八
幡
住
宅

　
（
高
齢
者
世
帯
向
け
）　　

１
戸

　

久
賀
地
区
八
幡
住
宅　
　

１
戸

　

久
賀
地
区
新
開
第
一
住
宅

　
（
高
齢
者
単
身
用
）　　
　

１
戸

　

久
賀
地
区
山
下
浜
住
宅　

１
戸

　

東
和
地
区
平
野
住
宅　
　

１
戸

　

橘
地
区
栄
住
宅　
　
　
　

４
戸

　

橘
地
区
栄
住
宅

　
（
単
身
者
用
）　　
　
　
　

１
戸

　

橘
地
区
西
浦
一
般
住
宅

　
（
単
身
者
用
）　　
　
　
　

１
戸

■
入
居
資
格
／

・
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基

　

準
に
該
当
し
て
い
る
方
（
政
令

　

月
収
で
一
般
世
帯
は
20
万
円
以

　

下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世

　

帯
は
26
万
８
千
円
以
下
）

・
久
賀
地
区
八
幡
住
宅
（
高
齢
者

　

世
帯
向
け
）
は
、
50
歳
以
上
の

　

方
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
の
み
か

　

ら
な
る
世
帯
（
単
身
不
可
）

・
久
賀
地
区
新
開
第
一
住
宅
（
高

　

齢
者
単
身
者
向
け
）
は
、
50
歳

　

以
上
の
単
身
者
の
方

・
入
居
し
よ
う
と
す
る
方
が
日
常

　

生
活
（
歩
行
、
自
炊
お
よ
び
食

　

事
、
着
脱
衣
、
入
浴
、
排
泄
等
）

　

に
支
障
が
な
い
程
度
に
健
常
で

　

あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事

　

が
明
ら
か
な
人

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

　

必
要
と
し
て
い
る
人

・
地
方
税
完
納
者

※
た
だ
し
、
町
営
住
宅
入
居
者
お

よ
び
持
ち
家
の
あ
る
方
は
、
入
居

申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
離

婚
協
議
中
の
方
も
入
居
申
込
で
き

ま
せ
ん
。

■
申
込
期
間
／

　

２
月
17
日
㈮
〜
28
日
㈮

■
選
考
方
法
／

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
公
開

　

抽
選
を
し
て
決
定
し
ま
す
。
な

　

お
、
申
込
締
切
日
に
応
募
の
な

　

い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
４
週
間

　

に
限
り
先
着
順
で
申
込
み
受
付

　

を
行
い
ま
す
。

■
家
賃
／
所
得
に
応
じ
て
決
定

■
入
居
予
定
／
３
月
下
旬

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
し
い
こ
と

は
、
役
場
生
活
衛
生
課
公
営
住

宅
班
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
の
要
項
お
よ

び
申
込
書
は
周
防
大
島
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
１
１
１
３

｢

予
備
自
衛
官
補｣

募
集

■
受
付
／

　

１
月
10
日
㈫
〜
４
月
７
日
㈮

■
試
験
日
／

　

４
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
、

　

17
日
㈪
の
１
日

■
応
募
資
格
／

　

自
衛
官
未
経
験
者
で
一
般
公
募

　

は
18
歳
以
上
34
歳
未
満
、
技
能

　

公
募
は
保
有
す
る
技
能
に
応
じ

　

て
年
齢
制
限
あ
り
。

■
試
験
会
場
／

○
一
般
公
募

　

陸
上
自
衛
隊
山
口
駐
屯
地

○
技
能
公
募

　

陸
上
自
衛
隊
海
田
駐
屯
地
等

■
問
い
合
わ
せ
／

　

自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部　

　

柳
井
募
集
事
務
所

　

柳
井
市
南
町
３
‐
８
‐
４

　

荒
田
ビ
ル
２
Ｆ

☎
０
８
２
０
（
２
２
）
８
１
９
９

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事

業
の
登
録
者
募
集

■
登
録
対
象
者
／

　

妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
た
は
介

　

護
を
理
由
に
退
職
し
た
方
で
、

　

将
来
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時

　

再
就
職
を
希
望
す
る
方

■
支
援
内
容
／

・
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｒ
ｅ
・

　

Ｂ
ｅ
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
）
に
参

　

加
・
再
就
職
に
役
立
つ
情
報
誌
の
提

　

供
・
個
別
相
談
の
受
付

■
問
い
合
わ
せ
／

　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団

　

山
口
事
務
所

☎
０
８
３
（
９
２
３
）
２
０
４
１

なぎさ水族館の休館について
　
改修工事のため、次の期間休館し
ます。
◆休館日／３月 11日㈯～ 24日㈮
◆問い合わせ／
　なぎさ水族館☎７５－１５７１
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特
設
人
権
相
談
所

■
日
時
／
３
月
６
日
㈪

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

■
場
所
／
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
／

　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
秘
密
を

厳
守
し
ま
す
。　

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課

☎
７
７
‐
５
５
０
５

「
海
外
宝
く
じ
」
の
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す

　

海
外
宝
く
じ
の
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
が
届
い
た
と
い
う
相
談
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

10
億
円
以
上
の
大
金
の
当
選
や

何
百
万
円
も
の
現
金
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
等
を
う
た
い
文
句
に
、
申
し
込

み
料
と
し
て
２
０
０
０
円
送
金
す

る
か
、ま
た
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
む
よ

う
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

信
用
で
き
る
の
か
と
不
審
に
思

い
、
相
談
さ
れ
る
方
も
多
い
の
で

す
が
、
国
内
で
外
国
の
宝
く
じ
を

販
売
す
る
こ
と
は
、
法
律
に
触
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

相
談

　油宇・浄西寺の 2基の石塔は、大正時代に
油宇の海岸から移したという。名号で阿弥陀
三尊を表し、本来は南無勢至菩薩を加えた三
尊碑として造立されたが、1基がなくなって
いる。高さは約 2ｍで、左塔の南無観世音菩
薩の上の梵

ぼん じ

字は、三尊を守護する四天王のう
ち増長天の種子「ビ」と読む。右塔により、
鎌倉時代初期の建仁 2年（１２０２年）、「□
宅正国」の供養のため清原氏が造立したこと
がわかる。瀬戸内地方最古で全国的にも早い
ころの石塔である。
※□は一部欠落のため判読不能

浄
西
寺
石
塔
婆
（
三
尊
碑
）

（
県
指
定
）

　

ま
た
、
海
外
宝
く
じ
の
勧
誘
は

詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
の
で
、
返
信

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
し
な
い
で
無

視
し
、
絶
対
に
お
金
を
支
払
わ
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
氏
名
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
会
社
名
、
カ
ー
ド
番
号
、

有
効
期
限
を
知
ら
せ
る
と
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
不
正
に
使
用
さ

れ
ま
す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番

号
等
の
個
人
情
報
を
相
手
に
知
ら

せ
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

　

海
外
宝
く
じ
の
相
談
を
は
じ

め
、
架
空
請
求
、
不
当
請
求
、
融

資
保
証
金
詐
欺
な
ど
が
相
変
わ
ら

ず
横
行
し
て
い
ま
す
。「
お
か
し
い

な
？
」
と
思
わ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に

市
町
村
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
商

工
観
光
課
）
ま
た
は
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／

　

商
工
観
光
課

☎
７
９
‐
１
０
０
３

　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

大島の文化を高める会
ちひろコンサート
～金子みすゞを歌う～

◆日時／３月５日㈰午後２時開演　
　　　　（午後１時半開場）
◆場所／大島文化センター　ホール
◆内容／
　長門市（旧仙崎町）出身の天才詩人、
金子みすゞの歌を中心に様々な分野で歌
を通して交流を深めている「ちひろ」。ち
ひろの歌は私たちに優しく何を大切にし
ていけばいいのか、何を思い出さなけれ
ばいけないのか、何を忘れてはいけない
のかそっと教えてくれます。
※受付で会員券を提示、または当日入場
券（１，０００円）をお求めのうえご入場
ください。（中学生以下は無料です。）
※沖浦（家房午後１時発）・三蒲（東浜午
後１時発）・屋代（奥畑午後１時発）方面
から無料送迎バスを運行しますので、最
寄のバス停にてご利用ください。
※また、定員になり次第、乗車できませ
んのでご了承ください。
◆問い合わせ／
　大島の文化を高める会事務局
　☎７４―５３００

２月は
北方領土返還運動
全国強調月間です

２月７日は
北方領土の日

内閣府
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お
知
ら
せ

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
が
Ｉ

Ｃ
旅
券
に
変
わ
り
ま
す

　

Ｉ
Ｃ
旅
券
発
行
の
た
め
、
３
月

20
日
㈪
か
ら
旅
券
発
給
申
請
書
様

式
と
写
真
規
格
が
か
わ
り
、
手
数

料
が
１
０
０
０
円
値
上
が
り
し
ま

す
。
な
お
、
現
在
お
持
ち
の
パ
ス

ポ
ー
ト
は
有
効
期
限
ま
で
使
用
で

き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
旅
券
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
３
（
９
３
３
）
２
３
５
２
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
島
田
舎
美
術
館
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

小
松
の
大
島
田
舎
美
術
館
で

は
、
町
民
の
芸
術
文
化
の
振
興
を

図
る
た
め
生
涯
学
習
作
品
を
は
じ

め
と
す
る
美
術
作
品
等
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
出
展
作
品
等
を
募
集
し
ま
す

　

各
作
品
展
へ
の
作
品
出
展
を
は

じ
め
各
団
体
展
や
個
展
（
二
人

展
・
三
人
展
も
可
）
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の

お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

最
近
、
大
手
金
融
機
関
な
ど
を

装
っ
て
、「
お
金
を
貸
し
ま
す
」

と
い
っ
た
内
容
の
偽
物
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ
ー
ル
等
を

送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保
険
金

名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の

手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま
す

詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
の
前
に

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

☎
０
３
（
５
３
２
０
）
４
７
７
５

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

言
葉
の
基
本
を
学
ぶ
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」

　

簡
単
な
実
習
を
取
り
入
れ
て
、

言
葉
の
大
切
さ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
を
楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
日
時
／
３
月
18
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所
／
久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

催
し

　

２
階
大
会
議
室

■
講
師
／

　

㈱
オ
フ
ィ
ス
ワ
ン
・
タ
ナ
ベ　

　

田
辺
ゆ
う
こ　

先
生

　

ラ
ジ
オ
大
阪
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
経
て
㈱
オ
フ
ィ
ス
ワ
ン
・
タ
ナ

ベ
（
大
阪
市
）
と
し
て
独
立
し
、

現
在
は
企
業
や
自
治
体
に
お
け
る

人
材
育
成
の
研
修
講
師
と
し
て
活

躍
中
。
明
る
く
楽
し
く
わ
か
り
や

す
い
研
修
は
好
評
を
得
て
い
る
。

■
参
加
対
象
・
人
数
／

　

18
歳
以
上
ど
な
た
で
も
。

　

30
名
（
先
着
順
）

■
参
加
料
／
無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
を
明
記
し

　

て
３
月
15
日
㈬
ま
で
に
次
の
連

　

絡
先
へ
。

〒
７
４
２
‐
２
８
０
５

　

周
防
大
島
町
大
字
東
安
下
庄

　

１
３
９
番
地
の
３

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　

周
防
大
島
自
然
体
感
ク
ラ
ブ

☎
７
７
‐
２
１
２
３

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
７
７
‐
１
６
１
６

　

E-m
ail

　

ohshim
a.stc@

dream
.com

第
19
回
安
下
庄
高
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

　

生
徒
達
の
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

を
、
生
の
演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。（
入
場
無
料
）

■
日
時
／

　

３
月
21
日
㈫　

春
分
の
日　

　

午
後
１
時
開
場　
　

　

午
後
１
時
30
分
開
演

■
会
場
／
橘
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
西
安
下
庄
真
宮
）

■
主
催
／

　

安
下
庄
高
校
吹
奏
楽
部

　

橘
の
文
化
を
高
め
る
会

■
賛
助
出
演
／

　

安
下
庄
中
学
校
吹
奏
楽
部　

　

Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド

■
曲
目
／

　

｢

イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド｣

　

｢

ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ｣

他

■
問
い
合
わ
せ
／
橘
教
育
支
所

☎
７
７
‐
０
１
０
０

大
島
田
舎
美
術
館

第
２
回
生
涯
学
習
展
開
催
中

■
内
容
／　

　

ち
ぎ
り
絵
・
絵
手
紙
・
絵
画
・

　

編
物
・
写
真
・
ひ
ょ
う
た
ん

　

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
（
２
月
25
日
㈯
・

　

26
日
㈰
、
磁
器
の
絵
付
け
体
験

　

会
開
催
）

■
日
程
／　

　

３
月
26
日
㈰
ま
で
の
毎
週
土
・

　

日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４

　

時
（
入
館
料
無
料
）

■
問
い
合
わ
せ
／
大
島
教
育
支
所

☎
７
４
‐
５
３
０
０

古い電話帳の回収に
ご協力をお願いします

　
　NTT 西日本では、３月から順次新しい電話
帳をお届けします。その際、現在お使いの電
話帳は回収させていただきますので、お手数
ですが配達員へお渡しください。
　NTT では、地球環境問題に関する取り組み
として、純正パルプの使用量削減に努めてお
り、古い電話帳はリサイクルして新しい電話
帳に再生しています。
　なお、配達の際にご不在の場合は、別途回
収に伺いますので、下記のタウンページセン
タまでお電話でご用命ください。
　またお届け内容・配達冊数の変更などもタ
ウンページセンタで受付しておりますので、
お気軽にお申し付けください。

◆タウンページセンタ☎ 0120(506)309
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

石　

原　

憲　

子

（
橘
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

〜
考
え
て
み
よ
う　

住
民
力
〜

　

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
し
た

い―

。
そ
う
願
う
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
介
護

が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
、
生

活
の
し
か
た
や
気
持
ち
の
持
ち
方
を
変
え
る

等
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
な

本
人
の
努
力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
地
域

の
人
た
ち
の
見
守
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
、
つ
ま
り
「
住
民
力
」
も
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
は
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
「
住
民
力
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
「
住
民
力
」
と
は
地
域
の
方
々
と
行

政
が
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
、
介
護
、
子
育
て
、

健
康
づ
く
り
な
ど
の
各
面
で
「
支
え
合
う
」
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
の
中
で
『
最
近
、
外
に
出
て
こ
ん
よ
う

に
な
っ
た
ね
ぇ
』『
気
の
せ
い
か
も
し
れ
ん
け

ど
、
物
忘
れ
が
あ
る
み
た
い
』
と
い
う
よ
う

な
こ
と
に
気
づ
き
、
見
守
る
、
相
談
や
専
門

的
な
対
応
が
必
要
な
場
合
は
民
生
児
童
委
員

や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
、
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
を
つ

く
る
こ
と
も
立
派
な
「
住
民
力
」
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
見
守
り
体
制
が
あ
れ
ば
、

と
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま

せ
ん
か
？

　

ま
た
、
地
域
で
の
定
期
的
な
集
会
や
サ
ロ

ン
等
に
参
加
す
る
こ
と
は
参
加
者
同
士
が
声

を
掛
け
合
う
・
助
け
合
う
関
係
が
生
ま
れ
る
、

と
い
っ
た
と
て
も
良
い
活
動
で
す
。
さ
ら
に

閉
じ
こ
も
り
や
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
る

た
め
、
地
域
に
そ
う
い
っ
た
場
が
あ
る
場
合

は
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
地
域
の
中

で
支
え
合
っ
て
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　郷土山口県において、ふる里の美しさを求めて絵画制作活動を続けておら
れる川口健治先生の作品を一堂に集め、橘総合センターにおいて展示鑑賞で
きる機会を得ました。上関町八島出身の先生の作品は、ここ周防大島にも共
通したテーマが扱われ、大変親しみやすいものが多くあります。
　時代の移り変わりとともに少しずつ忘れられ、失われつつあるふる里の美
しさを先生の絵を通じてもう一度見直してみたいものです。この機会にでき
るだけ多くの方々にお楽しみいただきたいと思います。
■日時／３月 15日㈬～ 19日㈰
　　　　午前９時～午後６時（入場は午後５時 30分まで）
■場所／橘総合センター（ホール）
■内容／
神楽・瀬戸内海風景・錦帯橋シリーズ・周防大島等　合計１３０点展示
※入場無料
※マイクロバス送迎については最寄りの教育支所にお問い合わせください。
■問い合わせ／橘教育支所☎７７‐０１００

片
添
ケ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド

甘
酒
サ
ー
ビ
ス

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
先
着
１
０
０

名
様
に
甘
酒
を
振
る
舞
い
ま
す
。

■
期
日
／
３
月
５
日
㈰

■
場
所
／
片
添
ヶ
浜
温
泉
遊
湯
ラ
ン
ド
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氏名　澤
さわちか

近　節
たかし

職名　周防大島町立東和病院　第２内科
　循環器を中心とした内科を担当しています。
循環器の医療機器の更新がほぼ終了しました。
エコーとＭＲＩは大学並みの機械です。心不全の
診断に重要なＢＮＰという血液検査も迅速に検査が
行えます。ＭＲＩは脳梗塞の超急性期の診断に大切な拡散強調画
像が可能です。高血圧、心臓病や脳梗塞等の心配な方は受診して
ください。

今月の納税 固定資産税第４期分　国民健康保険税第８期分　
納期限　２月２８日　詳細は税務課へ☎７４ー１００８

人身交通事故
件数 傷者死者
５ ６０

＋３ ＋４±０
前年比

物損事故件数
１３ 前年比　　±０

周防大島町交通事故発生状況 
（平成 18 年１月 15 日現在）

～ゆっくり走ろう　安全大島～

２月 ６日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

21日（火）
 健康相談〈8:30 ～ 12:00 しまとぴあスカイセンター〉
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉

７日（火）

 健康相談〈8:30 ～ 12:00 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 
 育児相談〈9:30 ～ 11:30 久賀農業者健康管理センター〉

22日（水） ８日（水）

23日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11：00 久賀庁舎〉  育児相談〈10:00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉 ９日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11：00 久賀庁舎〉 　　　　　　  

24 日（金） 10 日（金） 健康相談〈10:00 ～ 11：00 日良居公民館〉 　　　　　　  

25 日（土） 11 日（土）

26 日（日） 休日当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉 12日（日） 休日当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

27日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉 13日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉

28日（火）
 健康相談〈8:30 ～ 12:00 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉

14日（火）
 健康相談〈8:30 ～ 12:00 しまとぴあスカイセンター〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 
 健康相談〈10:00 ～ 11:00 東和庁舎〉 

３月 15 日（水） 育児相談〈10:00 ～ 11:30 東和総合センター〉

１日（水） 16日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 　　　　　　  

２日（木） 健康相談〈10:00 ～ 11:00 久賀庁舎〉 　　　　　　  17 日（金）

３日（金） 育児相談〈10:00 ～ 11:30 たちばなケアプラザ〉 18日（土）

４日（土） 19日（日） 休日当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

５日（日） 休日当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉 20日（月） 健康相談〈9:30 ～ 10:30 蒲野農村環境改善センター〉
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オレオレ
詐　　欺

架空請求
詐　　欺

融資保証金
詐　　　欺

振り込め
詐　　欺

合　　計

県　　内 ３１件（４） ６５件（３） 294件（０） ４件（０） 394件（７）

被害金額 7,993 万円 9,547 万円 １億 7,928 万円 271 万円 ３億 5,738 万円

管　　内 １件 ３件 ４件

被害金額 200 万円 ７１万円 271 万円

「
振
り
込
め
詐
欺
」
等
の
手
口
紹
介

送金方法

銀行
口座振り込み

郵便局
「電信為替」

　振り込め詐欺の送金方法は、これまで
口座振り込みが多用されていましたが、
取締りを回避すべく郵便局の「電信為替」
を利用した手口が増加しています。
（平成１７年中２９件県内で発生）

▲これまで⇒

◎新手口⇒

振り込む前に１１０番！

平成１７年中の発生状況 ※（　）内は未遂で内数

（被害金額：１万円未満四捨五入）

ＰＤＦ版ではこのコーナーは掲載しておりませんのでご了承ください。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
企
画
課 

０
８
２
０
‐
７
４
‐
１
０
０
７

印
刷
◆
ダ
ケ
モ
ト
印
刷 

㈲

このコーナーでは、広報発行月に満１歳を迎えるお子さんを紹介しています。
写真は、掲載を希望する保護者から提供していただいています。

山
やま

本
もと

俊
しゅん

介
すけ

くん
平成 17年 2月 4日生まれ
（東和・下田中）

（２月１日現在）
人　口　21,824 人（54人減）
　　男      9,841 人
　　女　11,983 人
世帯数　10,906 戸（27戸減）

　

地
家
室
地
区
に
は
、
道
沿
い

に
水
仙
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
み
か
ん
畑
な
ど
に
植
え

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

地
域
の
方
々
の
手
で
き
れ
い
に

手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
に
見
え
る
の
は
大
橋
の
か

か
る
沖
家
室
島
。
ま
だ
冷
た
い

風
の
中
で
咲
く
水
仙
は
、
一
足

早
い
春
の
香
り
を
た
だ
よ
わ
せ

て
い
ま
す
。

広
ひろ

瀬
せ

流
りゅう

惺
せい

くん
平成 17年 2月 8日生まれ
（東和・森盛浜）

右
みぎ

田
た

　朋
とも

ちゃん
平成 17年 2月 3日生まれ

（橘・真宮）

山
やま

本
もと

未
み

来
く

ちゃん
平成 17年 2月 18 日生まれ

（東和・下田西）

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
法
改
正

に
よ
り
「
麻
し
ん
、
風
し
ん
」
の
予

防
接
種
は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る

２
回
接
種
に
な
り
ま
す
。
対
象
年
齢

は
、
現
行
の
１
歳
〜
７
歳
半
未
満
か

ら
、
新
制
度
で
は
第
１
期
は
１
歳
か

ら
２
歳
未
満
の
１
年
間
、
第
２
期
は

小
学
校
入
学
前
の
１
年
間
に
変
わ
り

ま
す
。

　

な
お
、
現
行
の
麻
し
ん
、
風
し
ん

の
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人

は
、
新
制
度
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
母
子
健
康
手

帳
を
よ
く
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　

麻しん・風しん
予防接種の受け
方が変わります

◆問い合わせ
久賀保健センター
☎７９－１００６
大島保健センター
☎７４－１０１１
東和保健センター
☎７８－２２０２
橘保健センター　
☎７７－５５０４

松
まつ

井
い

香
か

音
のん

ちゃん
平成 17年 2月 27 日生まれ

（大島・立石）


